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Ⅰ 経営方針 

【生徒への教育指導】 
 本校の教育目標である「さとく」「ゆたかに」「たくましく」を踏まえ，将来の社会の建設者
としてふさわしい人間性の育成に向け，身に付けて欲しい能力・資質として， 
 「さとく」  → ＜①問題解決能力，②聞く力・発表する力，③知識・技能の習得＞ 

 「ゆたかに」 → ＜④礼節と人間力＞ 

 「たくましく」→ ＜⑤自己実現のための進路指導，⑥防災・減災の担い手＞ 

の６項目を重点化して掲げ，生徒の成長を支援する教育の実践を図る。また，そのための環境
整備に努める。 
【職員の校務】 
 生徒の資質向上に向けた支援を実践するため，我々学校職員は全体の奉仕者として以下の各
事項について特に心がける。 
⑦生徒・保護者の個々の事情に配慮した対処と適切な記録と情報管理を行う。 

⑧校務分掌業務における立案，実施，検証，修正を一体として校務を捉える。 

⑨職員の各段階での適切な目標の設定と自己分析に基づく改善を行う。 

⑩防災教育のパイロットスクールとして成果の発信を行う。 

 
 
Ⅱ 生徒への教育指導上の重点目標 

①問題発見・解決能力の育成 

 課題研究や探究型学習を通して，問題の発見や解決に向けた思考力を高める。協働学習の手
法も獲得させ主体的対話的に考え行動できる力を養う教育活動を計画・実践する。また，課外
活動や学校行事において諸問題・課題に柔軟に対処し，他者との議論を通じて多様な視点や考
え方を得る機会を提供する等の支援を行う。 
 
②聞く力・発表する力の育成 

 授業，学校行事，課外活動等を通して，他人の話を素直に聞き理解する姿勢・能力を育成す
る。また様々な機会を捉えて，教科書等の書籍・資料等を正しく読み解き活用する力，自らの
考えや研究成果を他人に分かりやすく発信する力を養う。 
 
③知識・技能の習得と理解の深化 

 授業の実践・改善を中心として知識と技能の獲得と定着，並びに理解の深化に努める。また，
ホームルーム活動や学年を中心とした指導によって，生涯学習に通じる学習習慣を身につける
ことが出来るよう生徒を支援する。 
 



④礼節と人間力を身に付け，高めること 

 学校生活のあらゆる場面を通じ，社会の構成者としてふさわしい良識，礼節を身に付けるこ
とができるよう必要な指導を行い，よりよい社会の建設者として積極的な役割を果たせる人間
力の涵養を図る。 
 
⑤生徒の自己実現に向けた進路指導の実践 

 学問や職業を学ぶ活動を通して生徒が自らの適性を知り，自らの志を見つめる機会を提供す
る。さらに，進路希望実現に向けて何が必要かを生徒が自発的に考察し実践できるよう，継続
的かつ計画的な進路指導を実現する。 
 
⑥防災・減災の担い手としての資質育成 

 防災・減災教育のパイロットスクールとして防災・減災に係る様々な知識・技能を学び，地
域の防災・減災のリーダーとしての資質を養うための教育課程を立案・実施するとともにボラ
ンティア活動等の実践を通じて生徒の社会参画意識の向上を図る。 
  
 
Ⅲ 職員の校務姿勢における重点項目 

⑦生徒・保護者の個々の事情に配慮した対処と適切な記録と情報管理を行う。 

 多様化する生徒・保護者の事情や家庭環境等を踏まえ，個に応じた対応と時系に沿った記録
を行う。また，個人情報の管理に最大限の注意を払い慎重に業務を行う。 
 
⑧校務分掌業務における立案，実施，検証，修正（ＰＤＣＡ）を一体として校務を捉える。 

 新規事業も含め計画・運用については適切な役割調整を行い立案する。起案時の再確認を忘
れず、安全で効率的な活動実践を目指す。実施後の検証による改善点の整理を行い，次年度以
降も持続可能な運用ができるよう修正を施す。 
 
⑨職員の各段階での適切な目標の設定と自己分析に基づく改善を行う。 

 すべての職員が学校マネジメントの意識を持って校務を考え，教員として着実な成長過程が
積めるよう個人の各段階において適切な目標設定を行い、責任を持って業務にあたる。常に目
標の妥当性等、自己検証を重ね資質の向上を目指す。 
 
⑩防災教育のパイロットスクールとして成果の発信を行う。 

 防災・減災・伝災教育において本校が担う役割を再認識し、防災教育パイロットスクールと
しての役割を果たせるよう，カリキュラム・教材開発，実践事例の紹介等，研究成果の発信を
心がける。 


